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林
覚
乗
老
師
の

お
話
を
聴
く
機
会

が
あ
っ
た
。
刑
務

所
や
警
察
、
看
護

学
校
で
講
話
を
さ

れ
、
命
の
電
話
に
も
か
か
わ
ら

れ
、
全
国
で
年
間
２
５
０
回
以

上
講
演
を
さ
れ
て
い
る
老
師
の

お
話
は
多
岐
に
わ
た
り
面
白
か

っ
た
▼
中
で
も
涙
が
出
そ
う
に

な
っ
た
の
が
、
少
年
と
若
い
女

教
師
の
物
語
。
小
学
校
５
年
で

担
任
し
た
少
年
は
服
装
も
汚
く

勉
強
に
身
が
入
ら
な
い
。
た
ま

り
か
ね
た
女
教
師
は
少
年
の
過

去
の
担
任
記
録
を
調
べ
て
み

た
。
小
学
１
年
の
記
録
で
は
優

し
く
て
思
い
や
り
が
あ
り
、
勉

強
も
よ
く
で
き
将
来
が
楽
し

み
。
２
年
で
は
母
親
が
病
気
で

看
病
し
て
い
る
。
３
年
で
は
母

親
の
病
気
が
重
く
構
っ
て
も
ら

え
な
い
。
４
年
で
は
母
親
が
亡

く
な
り
父
親
に
暴
力
を
ふ
る
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
ん
だ
女

教
師
は
、
職
員
室
で
自
分
が
放

課
後
仕
事
を
し
て
い
る
横
で
少

年
に
予
習
復
習
を
毎
日
さ
せ
た

▼
そ
ん
な
日
が
続
い
た
ク
リ
ス

マ
ス
、
少
年
が
小
さ
い
箱
を
胸

に
押
し
付
け
て
帰
っ
て
い
っ

た
。
開
け
て
み
る
と
小
さ
な
香

水
瓶
。
少
年
の
母
親
の
だ
と
直

感
し
た
女
教
師
は
１
、
２
滴
つ

け
て
少
年
の
家
へ
。
荒
れ
果
て

た
部
屋
で
留
守
番
を
し
て
い
た

少
年
が
、
お
母
さ
ん
の
匂
い
が

す
る
と
胸
に
飛
び
込
ん
で
き
て

泣
い
た
。
６
年
で
は
担
任
を
離

れ
た
が
少
年
は
毎
年
欠
か
さ
ず

カ
ー
ド
を
送
っ
て
く
れ
、
奨
学

金
を
得
て
母
の
よ
う
な
人
々
を

助
け
た
い
と
医
師
に
な
っ
た
。

今
年
送
ら
れ
て
き
た
カ
ー
ド
に

は
、「
結
婚
し
ま
す
。
母
の
席

に
座
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
っ

た
▼
「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
育
て

れ
ば
「
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
言
う
大
人
に
な
り
少

年
非
行
は
起
こ
ら
な
い
の
で

は
、
と
の
ご
意
見
だ
っ
た（
水
）

４面

２面

本の紹介『野球と戦争』 ３面

ＮＰＴ再検討会議 参加記

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

署
名
の
追
加
注
文
は
、

 

☎
078―

393―

１
８
０
７
ま
で

患
者
署
名
に

　
　

ご
協
力
を

診内研より
喘息診療の実際

研
面
究

　

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
原
水
爆
禁
止
世

　

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
（
保
団
連
が
実
行
委
員
会
加
盟
）

界
大
会
（
保
団
連
が
実
行
委
員
会
加
盟
）

に
向
け
て
、
全
国
の
市
町
村
を
練
り
歩
く

に
向
け
て
、
全
国
の
市
町
村
を
練
り
歩
く

「
国
民
平
和
大
行
進
」
が
、
７
月
７
日
に

「
国
民
平
和
大
行
進
」
が
、
７
月
７
日
に

川
西
市
か
ら
県
内
入
り
し
た
。
協
会
か
ら

川
西
市
か
ら
県
内
入
り
し
た
。
協
会
か
ら

も
、
武
村
義
人
副
理
事
長
、
口
分
田
勝
・

も
、
武
村
義
人
副
理
事
長
、
口
分
田
勝
・

小
泉
勇
・
樫
林
義
雄
各
理
事
ら
が
、
そ
れ

小
泉
勇
・
樫
林
義
雄
各
理
事
ら
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
行
進
に
参
加
し
た
。
平
和

ぞ
れ
の
地
域
で
行
進
に
参
加
し
た
。
平
和

行
進
は
１
９
５
８
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ

行
進
は
１
９
５
８
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
、
全
国
の
市
町
村
を
結
び
８
千
キ

て
お
り
、
全
国
の
市
町
村
を
結
び
８
千
キ

ロ
以
上
に
お
よ
ぶ
。
今
年
も
５
月
６
日
に

ロ
以
上
に
お
よ
ぶ
。
今
年
も
５
月
６
日
に

東
京
を
出
発
し
、
８
月
上
旬
に
開
催
さ
れ

東
京
を
出
発
し
、
８
月
上
旬
に
開
催
さ
れ

る
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
開
催
地
で
あ

る
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
開
催
地
で
あ

る
広
島
を
め
ざ
し
て
歩
き
続
け
て
い
る
。

る
広
島
を
め
ざ
し
て
歩
き
続
け
て
い
る
。

平和行進で核
廃絶アピール平和行進で核
廃絶アピール

協
会
役
員
も

県
内
を
行
進

　

小
泉
理
事
は
、
７
月
８
日
の

伊
丹
市
役
所
出
発
の
あ
い
さ
つ

で
行
進
参
加
者
を
激
励
。「
今

年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条

約
）
再
検
討
会
議
に
お
い
て
、

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政

府
が
重
要
な
役
割
を
果
た
せ
な

か
っ
た
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ

の
核
の
傘
で
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
や
核
抑
止
力
論
が
あ
る
。

　

『
ア
メ
リ
カ
の
核
や
沖
縄
の

海
兵
隊
は
抑
止
力
』
と
の
日
本

政
府
の
考
え
を
た
だ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え

た
。

　

口
分
田
理
事
は
、
９
日
に
東

灘
区
役
所
か
ら
御
影
公
会
堂
ま

で
行
進
。
平
和
行
進
が
始
ま
っ

た
当
時
か
ら
、
お
よ
そ
50
年
に

わ
た
っ
て
参
加
し
続
け
て
い

る
。

　

武
村
副
理
事
長
は
、
７
月
10

日
に
神
戸
市
役
所
か
ら
県
庁
ま

で
の
行
進
に
参
加
。
出

発
前
の
あ
い
さ
つ
で

は
、「
本
日
は
参
議
院

選
挙
の
投
票
日
前
日
。

行
進
を
通
し
て
核
兵
器

廃
絶
に
真
剣
に
取
り
組

む
政
治
を
つ
く
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

同
日
に
は
樫
林
理
事

も
医
院
の
ス
タ
ッ
フ
ら

９
人
と
、
手
作
り
の

「
平
和
」
の
旗
を
掲
げ

て
県
庁
か
ら
兵
庫
区
役

所
ま
で
行
進
し
た
。

　

平
和
行
進
は
、
８
月

４
日
に
広
島
に
到
着
す

る
予
定
。

（
上
）「
平
和
」
の
旗
を
掲
げ
歩
く
樫
林
理
事

（
右
）
行
進
参
加
者
を
激
励
す
る
小
泉
理
事 

加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
見
学
会

病
診
連
携
の
向
上
め
ざ
す

　

加
古
川
・
高
砂
支
部
は
、
７

月
15
日
、
昨
年
11
月
に
新
た
に

オ
ー
プ
ン
し
た
県
立
加
古
川
医

療
セ
ン
タ
ー（
旧
県
立
加
古
川

病
院
）
見
学
会
を
開
催
。
医

師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
ら
21

人
が
参
加
し
た
。

　

見
学
会
で
は
、
院
長
の
千
原

和
夫
先
生
よ
り
新
病
院
の
概
要

説
明
を
受
け
た
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や

Ｈ
Ｃ
Ｕ
の
救
命
病
棟
、
Ｃ
Ｔ
や

Ｉ
Ｖ
Ｒ―

Ｃ
Ｔ
、
手
術
室
な
ど

を
視
察
し
た
。
ま
た
、
緩
和
ケ

ア
病
室
は
全
室
個
室
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、

各
病
室
よ
り
屋
上
庭
園
に
直
接

出
入
り
が
で
き
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
る
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
医
療

の
安
定
供
給
体

制
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
病

診
連
携
は
も
ち

ろ
ん
地
域
の
病

院
と
の
病
病
連

携
が
重
要
と
考

え
る
が
、
新
病

院
で
は
ど
の
よ

う
な
構
想
を
持

っ
て
い
る
の

か
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ

た
。

　

加
古
川
医
療

セ
ン
タ
ー
は
、

千原院長から病院の説明を受ける参加者

①
東
・
北
播
磨
地
域
に
お
け
る

３
次
救
急
医
療
、
②
生
活
習
慣

病
医
療
、
③
緩
和
ケ
ア
医
療
、

④
感
染
症
医
療
、
⑤
神
経
難
病

医
療
の
五
つ
を
新
た
な
政
策
医

療
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

　

な
か
で
も
東
・
北
播
磨
圏
域

で
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
初
め

て
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
重
篤
な
救
急
患
者
は

神
戸
な
ど
に
搬
送
さ
れ
て
い
た

が
、
よ
り
身
近
な
医
療
機
関
で

の
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　

同
院
は
ま
た
、
か
か
り
つ
け

医
と
の
病
診
連
携
、
近
隣
の
専

門
病
院
と
の
病
病
連
携
を
積
極

的
に
進
め
、
日
本
有
数
の
バ
ー

チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
成
人
に
対
す
る
高
度

専
門
医
療
を
総
合
的
に
提
供
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　協会・保団連は、①社会保険
診療報酬に対する事業税の非課
税措置と、②「４段階税制」
（租税特別措置法26条、67条）
の存続を求め、会員署名を呼び
かけている。
　これまで兵庫協会に寄せられ
た667筆の署名は、保団連を通
じて７月１日に厚労省医政局総
務課企画法令係へ提出した（総

計８協会2314筆）。参議院選挙
後も2011年度税制改正論議に向
けて、引き続き両措置の存続を
求める運動に取り組む。
　まだお寄せいただいていない
先生は、本紙折り込みの署名用
紙をぜひ協会までお送りいただ
きたい。
署名の返信は、
FAX078－393－1802まで

「事業税非課税」「４段階税制」

存続署名に引き続きご協力を

　

７
月
11
日
に

施
行
さ
れ
た
２

０
１
０
年
の
参

議
院
選
挙
は
、

与
党
民
主
党
が

議
席
を
減
ら
し
、
国
民
の
厳

し
い
審
判
が
下
さ
れ
た
。

　

原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

の
は
、「
消
費
税
10
％
引
き

上
げ
」
で
あ
る
。
増
税
分
を

法
人
税
の
引
き
下
げ
に
回
す

と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
注
目

さ
れ
な
か
っ
た
。
法
人
税
の

件
は
マ
ス
コ
ミ
の
工
作
で
目

立
た
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
気

が
す
る
。
普
天
間
基
地
移
設

問
題
で
の
鳩
山
前
首
相
の
失

態
へ
の
マ
ス
コ
ミ
の
攻
撃
の

影
に
、
法
人
税
の
引
き
下
げ

問
題
は
埋
没
し
て
し
ま
っ

た
。

　

医
療
政
策
で
も
民
主
党
は

公
約
違
反
を
し
、
疑
問
符
が

つ
く
点
が
見
ら
れ
た
。
６
月

18
日
に
発
表
さ
れ
た
政
権
の

基
本
政
策
で
あ
る
新
成
長
戦

略
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
医
療
・
介
護
、
健
康
産
業

で
新
た
に
50
兆
円
、
総
額
１

０
０
兆
円
の
市
場
を
作
り
、

２
８
４
万
人
の
新
規
雇
用
を

生
み
出
す
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
具
体
化
に

あ
た
っ
て
は
、
保
険
外
併
用

療
養
の
対
象
項
目
拡
大
な
ど

事
実
上
の
混
合
診
療
拡
大

や
、
海
外
の
富
裕
層
へ
の
高

度
医
療
提
供
の
た
め
さ
ま
ざ

ま
な
規
制
緩
和
を
行
う
「
医

療
ツ
ー
リ
ズ
ム
構
想
」
な

ど
、
市
場
化
、
営
利
化
の
方

向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

公
的
医
療
費
の
引
き
上
げ

を
せ
ず
こ
の
よ
う
な
動
き
を

す
れ
ば
、
民
間
営
利
資
本
の

医
療
へ
の
参
入
を
招
き
、
混

合
診
療
が
拡
大
す
る
。
超
富

裕
層
は
最
先
端
の
医
療
が
受

け
ら
れ
て
も
、
低
所
得
者
は

助
か
る
命
も
助
か
ら
な
い
と

い
う
医
療
の
二
極
化
は
、
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

入
院
患
者
の
他
医
療
機
関

受
診
制
限
問
題
は
、
６
月
３

日
の
保
団
連
中
央
行
動
で
緊

急
に
集
め
た
院
長
署
名
を
国

に
提
出
し
、
あ
る
程
度
の
改

良
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

受
診
日
の
入
院
料
の
減
額
や

他
医
療
機
関
で
の
投
薬
制
限

な
ど
の
不
合
理
は
残
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
る
。
引
き
続
き
、

こ
の
よ
う
な
不
合
理
な
制
限

を
撤
廃
す
る
必
要
が
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
問
題

も
、
改
悪
の
動
き
こ
そ
あ
れ

一
向
に
進
展
し
な
い
。

　

民
主
党
は
大
企
業
や
富
裕

層
の
た
め
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
国
民
の
た
め
の
医
療
政

策
を
行
う
義
務
が
あ
る
。
診

療
報
酬
を
引
き
上
げ
、
混
合

診
療
に
つ
な
が
る
よ
う
な
最

先
端
医
療
の
「
併
用
療
養
」

は
規
制
せ
よ
。
期
待
を
裏
切

ら
ず
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

参院選結果

国
民
・
医
療
者
の

期
待
に
こ
た
え
よ
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女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

は
６
月
12
日
に
協
会
会
議
室

で
、
神
戸
支
部
と
共
催
で
、
つ

ど
い
「
ド
ク
タ
ー
と
ナ
ー
ス
の

連
携
で
明
日
か
ら
で
き
る
禁
煙

指
導
」
を
開
催
し
た
。
神
戸
大

学
大
学
院
准
教
授
の
西
村
善
博

先
生
と
神
戸
大
学
病
院
看
護
師

の
蓬
莱
節
子
氏
を
講
師
と
し
、

66
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

◇
出
席　

21
人

◇
情
勢　

①
経
済
同
友
会
の
２

０
０
９
年
度
社
会
保
障
改
革
委

員
会
は
、
介
護
保
険
制
度
に
関

す
る
提
言
を
発
表
。「
要
支
援

１
〜
２
」、「
要
介
護
１
」
の
利

用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
保

険
対
象
外
と
す
る
こ
と
や
、
自

己
負
担
割
合
を
１
割
か
ら
２
割

に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
る
。
②
在
沖
縄
米
海
兵
隊

の
グ
ア
ム
移
転
を
巡
り
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
日
本
側
に
経
費
負
担

の
増
額
を
要
求
す
る
書
簡
が
先

月
中
旬
に
送
ら
れ
て
き
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
移
転
と
無
関
係

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
日
本
の
資

金
が
転
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

参
院
選

後
、
ラ
ジ
オ
関
西
へ
の
出
演
、

景
品
付
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
の
実
施

な
ど
が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ

た
。
保
団
連
は
、
10
／
21
に
５

千
人
の
決
起
集
会
、
10
／
31
に

歯
科
集
会
を
開
催
す
る
。

◇
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
報
告　

小
島
副
理
事
長
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
Ｎ
Ｙ
で
の
行
動
を
報
告

し
た
。

◇
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

自
治
体

請
願
の
採
択
が
県
下
過
半
数
を

達
成
し
た
。

◇
審
査
対
策
部　

保
団
連
・
診

療
報
酬
改
善
対
策
委
員
会
の
２

０
１
０
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

対
す
る
医
科
診
療
報
酬
改
善
要

求
（
案
）
に
つ
い
て
、
７
／
15

付
の
保
険
医
新
聞
に
「
意
見
提

出
の
お
願
い
」
を
同
封
す
る
。

◇
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

　

原
水
禁
世
界
大
会
に
併
せ
て

開
催
さ
れ
る
「
核
兵
器
を
な
く

そ
う
女
性
の
つ
ど
い
２
０
１
０

（
８
／
５
広
島
）」
に
過
去
最
高

の
15
名
の
女
性
医
師
が
賛
同
。

 
（
７
月
10
日
理
事
会
よ
り
）

タ
バ
コ
の
害
を
あ
え
て
言
わ
な

い
な
ど
、
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落

ち
る
内
容
で
禁
煙
指
導
の
奥
深

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

軽
い
タ
バ
コ
の
か
ら
く
り
の

話
も
面
白
く
拝
聴
し
ま
し
た
。

疾
患
に
つ
い
て
も
基
礎
か
ら
幅

広
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
最
後

ま
で
聞
き
逃
が
し
た
く
な
い
内

容
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
秋
に
禁
煙
外
来
の
開
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
何
か
ら
準

備
し
た
ら
よ
い
の
か
、
暗
中
模

索
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

折
だ
っ
た
た
め
大
変
興
味
深
く

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
村
先
生
の
講
演
は
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
た
、
分
か
り
や
す

い
説
明
で
、
大
変
た
め
に
な
り

ま
し
た
。
喫
煙
者
も
被
害
者
、

禁煙外来開設の
下準備に

　

石
炭
火
力
発
電
所
問
題
を
考

え
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代

表
・
森
岡
芳
雄
協
会
理
事
）

は
、
７
月
12
日
に
神
戸
市
交
渉

を
行
っ
た
。
火
発
ネ
ッ
ト
か
ら

は
森
岡
理
事
ら
12
人
が
参
加
、

神
戸
市
か
ら
は
環
境
評
価
共
生

推
進
室
の
西
谷
寛
室
長
ら
９
人

が
応
対
し
た
。

　

火
発
ネ
ッ
ト
は
、
神
戸
製
鋼

　

蓬
莱
看
護
師
の
講

演
は
、
具
体
的
で
禁

煙
外
来
の
現
状
が
よ

く
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
少
な
い
職
員
数

で
多
く
の
患
者
を
見

て
お
ら
れ
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
多
忙

な
業
務
の
毎
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
よ
く

統
計
を
と
ら
れ
分
析

さ
れ
て
お
り
、
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

指
導
方
法
を
熟
知

さ
れ
た
専
門
外
来
で

も
成
功
率
が
55
〜
65
％
と
お
聞

き
し
、
禁
煙
治
療
の
難
し
さ
を

知
り
ま
し
た
。
禁
煙
教
室
の
実

施
方
法
な
ど
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
し
た
。
喫
煙
者
の
心
理
や
精

神
症
状
の
話
な
ど
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
講
演
の
内
容
を
職
員

に
伝
達
し
ま
し
た
。
職
員
間
で

情
報
を
共
有
し
、
何
を
準
備
す

べ
き
か
考
え
る
い
い
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
小
規
模
診
療

所
の
た
め
、
事
務
職
員
の
協
力

も
必
要
で
す
。
職
員
の
一
人
ひ

と
り
が
い
い
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

ら
ね
ば
と
意
思
統
一
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
講
演
を
聴
く
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
内
容
を
無
駄
に
す
る

こ
と
な
く
、
今
後
の
禁
煙
指
導

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 
【
長
田
区
・
看
護
師　

Ｍ
・
Ｔ
】

な
く
外
務
副
大
臣
し
か
参
加
し

て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
と
て

も
残
念
で
す
。
世
界
で
唯
一
の

被
爆
国
の
日
本
が
、
世
界
の
核

廃
絶
に
関
し
て
果
た
す
べ
き
役

割
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
お
金
や
自
衛
隊
を
派
遣

す
る
以
外
の
真
の
意
味
で
の
国

際
貢
献
の
道
を
日
本
は
歩
む
べ

き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
で
行
わ
れ
た
デ
モ
・
パ

レ
ー
ド
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
の
参
加
者
の
熱
気
と

と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民

・
ア
メ
リ
カ
市
民
に
核
廃
絶
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
本
で
の
報
道
に
比
べ

現
地
で
の
報
道
は
あ
ま
り
な

く
、
意
図
的
な
も
の
さ
え
感
じ

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
現
状
を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
核
兵
器

廃
絶
へ
の
道
の
険
し
さ
を
実
感

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
反
核
運
動
を
主

　

尼
崎
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
原

告
団
の
「
尼
崎
公
害
患
者
・
家

神戸市に環境対策を訴える森岡理事（右端）

住
民
の
立
場
で
神
鋼
に
指
導
を

石
炭
火
発
ネ
ッ
ト
神
戸
市
交
渉

さらなる運動を呼びかける松代表

族
の
会
」
は
７
月
10
日
、
尼
崎

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
39
回

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
始
め
と
す
る

環
境
汚
染
軽
減
へ
の
活
動
か

ら
、
尼
崎
再
生
、
反
戦
平
和
へ

と
展
開
さ
れ
て
い
る
運
動
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
連

帯
を
表
明
し
た
。

　

松
光
子
同
会
会
長
は
「
新
政

権
の
下
、
次
の
一
年
は
も
っ
と

厳
し
い
一
年
に
な
る
。
守
り
、

闘
い
、
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
会
へ
の
支
援
・
協
力
を

訴
え
た
。

　

同
会
は
、
道
路
公
害
を
な
く

す
た
め
に
国
・
阪
神
高
速
道
路

会
社
に
対
し
て
国
道
43
号
線
・

阪
神
高
速
３
号
線
の
大
型
車
削

減
や
規
制
を
求
め
て
運
動
を
す

す
め
、
そ
の
闘
い
は
39
年
に
及

ん
で
い
る
。
運
動
に
よ
っ
て
、

国
道
43
号
線
か
ら
大
型
車
を
湾

岸
線
に
誘
導
す
る
「
環
境
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」
実
施
お
よ

び
国
道
43
号
線
交
差
点
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
着
工
が
実
現
し
て

い
る
。

　

５
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散

条
約
）
再
検
討
会
議
に
参
加
し

た
、
反
核
医
師
の
会
運
営
委
員

の
井
村
春
樹
先
生
の
参
加
記
を

掲
載
す
る
。

　

こ
の
た
び
、
５
月
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
地
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
日

本
原
水
協
兵
庫
県
代
表
団
と
し

て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
再
検
討
会
議
は
「『
核
兵
器

な
き
世
界
』
を
達
成
す
る
」
と

い
う
文
書
が
採
択
さ
れ
た
画
期

的
な
会
議
で
し
た
。

　

し
か
し
、
世
界
は
大
き
な

「
核
兵
器
廃
絶
」
へ
の
道
を
踏

み
出
し
た
と
は
い
え
な
い
現
実

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
代
表
団

の
行
動
で
は
、
自
由
の
女
神
の

見
え
る
バ
ッ
テ
リ
ー
・
パ
ー
ク

で
核
廃
絶
の
署
名
活
動
を
行
い

ま
し
た
。「O

K.No,W
ar!

」
と

言
っ
て
、
笑
顔
で
署
名
を
快
諾

い
た
だ
い
た
方
が
い
た
一
方

で
、「T
his w

orld is very 
dangerous!

」
と
核
兵
器
の
必

要
性
を
主
張
す
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
と

い
う
核
保
有
国
の
中
で
の
署
名

活
動
は
困
難
な
も
の
だ
と
、
率

直
に
感
じ
ま
し
た
。

　

核
保
有
国

に
対
し
て
日

本
人
と
し
て

何
が
で
き
る

か
を
、
日
本

人
一
人
ひ
と

り
が
考
え
て

い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

今
回
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会

議
で
は
、
日

本
か
ら
は
総

理
大
臣
で
は

核廃絶のアピールをする筆者（中央後ろ）

会場から多くの質問が寄せられた

女性医師・歯科医師の会つどいＮＰＴ再検討会議 参加記

〝核廃絶〟世界に
訴え続けたい

尼
崎
公
害
患
者
・
家
族
の
会
が
総
会

「
公
害
な
く
せ
」の
運
動
さ
ら
に

感

想

文

張
す
る
世
界
各
地
の
青
年
と
交

流
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
世
界
各
地
で
反
核
運
動
は

展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
声
は

決
し
て
小
さ
く
な
い
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
「
世
界
青
年
の
つ

ど
い
」
に
お
い
て
、「
戦
争
は

人
災
。
だ
か
ら
こ
そ
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
内
容
の
ス

ピ
ー
チ
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
反
核
平
和
の
声
を
少

し
ず
つ
で
も
世
界
に
訴
え
て
い

く
こ
と
が
、
私
に
で
き
る
こ
と

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
反
核
医
師
の
会
で
の

活
動
を
中
心
に
、
地
道
に
活
動

を
続
け
て
い
こ
う
と
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
今
回
、
参
加

す
る
に
あ
た
っ
て
ご
援
助
い
た

だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

【
尼
崎
市　

井
村　

春
樹
】

て
い
き
た
い
と
回
答
し
た
。

　

森
岡
理
事
は
「
ば
い
煙
デ
ー

タ
の
改
ざ
ん
な
ど
不
祥
事
が
相

次
い
だ
神
鋼
を
、
同
社
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
神
戸
市
が
、
住

民
の
立
場
で
監
視
・
指
導
し
て

ほ
し
い
」
と
要
請
し
、「
公
害

被
害
は
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
な
ど

体
の
弱
い
者
に
ま
ず
現
れ
る
。

弱
者
を
守
る
と
い
う
視
点
で
、

市
は
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

の
公
害
対
策
や
市

の
環
境
問
題
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

質
問
し
、
同
神
戸

発
電
所
燃
料
の
石

炭
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ
ス
）

へ
の
転
換
な
ど
を

求
め
た
。
神
戸
市

は
、
神
鋼
と
の
環

境
保
全
協
定
の
運

用
に
よ
り
、
発
電

所
燃
料
な
ど
の
詳

細
を
同
社
に
求
め

定
期
総
会
を
開

催
し
、
患
者
や

家
族
な
ど
１
４

８
人
が
参
加
し

た
。

　

協
会
か
ら
は

森
岡
芳
雄
理
事

（
環
境
・
公
害

対
策
部
長
）
が

祝
辞
を
送
り
、

「
環
境
ロ
ー
ド
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ステップ」の概念が導入された。そして
患者のコントロール状態を客観的に評価
し、「コントロール良好」を目指して治
療ステップを調整する（表１）。長期管
理薬未使用例では、従来通りに重症度を
自覚症状と気流閉塞の程度から分類し
（表２）、重症度に応じた治療ステップ
を選択する（表３）。３～６カ月間コン
トロール良好を保てれば治療ステップを
１段階下げる。コントロール不十分ある
いは不良であれば、治療ステップを１あ
るいは２段階上げる。同様の手順を繰り
返して、長期管理を継続する。呼吸機能
や気道炎症マーカーなどを指標とする、
客観的な治療モニタリングも可能な範囲
で行う（図１）。
　改訂JGLでは治療ステップ１（従来の
軽症間欠型相当）から低用量ICSを基本
治療の第一選択として使用し、ステップ
が上がるにつれ増量する。その他の長期
管理薬も必要に応じて併用する。吸入剤
において有用性や他の長期管理薬と比較

しての優位性のエビデンスが豊富な長時
間作用性β２刺激薬が、まず最初にICS
に上乗せする薬剤として推奨されており
（図２、表３）、吸入回数が少なくてす
むICSとの配合剤はアドヒアランスを保
ちやすく、二つの薬剤の相乗作用ももた
らす優れた治療薬である。ステップ４で
は高用量ICSと各種長期管理薬を併用す
るが、コントロール困難な最重症例では
昨年上市された抗IgE療法（重症アトピ
ー型が適応）、あるいは経口ステロイド
薬の連用を考慮する。発作治療薬の第一
選択はステップによらず短時間作用性
β２刺激薬の吸入であり、効果不十分な
ら全身ステロイド薬を用いる（図２、表
３）。

〈文献〉
１）喘息予防・管理ガイドライン2009;
協和企画、2009.
２）新実彰男.慢性咳嗽の鑑別診断.　特
集：遷延性および慢性咳嗽の最新の話題
.日本胸部臨床68（６）：485-493,2009.

〈在宅に用いる皮膚
 欠損用創傷被覆材〉
Ｑ１　皮膚欠損用創傷被覆材（デュオア
クティブ等）が「在宅医療」の部に規定
する特定保険医療材料に追加されたが、
「在宅寝たきり患者処置指導管理料」を
算定し、褥瘡処置を行っている患者につ
いても、在宅の材料費として算定できる
ようになったのか。
Ａ１　算定できません。「在宅難治性皮
膚疾患処置指導管理」を行っている「表
皮水疱症」の患者に対して使用した場合
のみ算定できるようになりました。
Ｑ２　皮膚欠損用創傷被覆材が、「在宅
難治性皮膚疾患処置指導管理料を算定す
る患者に使用した場合に限る」とされた
が、「表皮水疱症」の患者以外の場合
は、算定できなくなったのか。

研究部

保険請求

Ａ２　「表皮水疱症」以外の在宅患者に
皮膚欠損用創傷被覆材を使用する場合
は、以下の取り扱いによります。
（１）「在宅寝たきり患者処置指導管理
料」を算定する場合
①創傷処置（薬剤および特定保険医療材
料を含む）が当該管理料に包括されてい
るため、褥瘡処置を行っても、処置料お
よび皮膚欠損用創傷被覆材ともに請求で
きません。
②重度褥瘡処置は当該管理料に包括され
ていないので、皮下組織に至る褥瘡に対
して重度褥瘡処置を行い、皮膚欠損用創
傷被覆材を使用した場合は、レセプトの
「40処置」欄で処置料および皮膚欠損用
創傷被覆材ともに請求できます。
（２）「在宅寝たきり患者処置指導管理
料」を算定しない場合
　訪問診療または往診で患家に赴き、創
傷処置または重度褥瘡処置を行い、皮膚
欠損用創傷被覆材を使用した場合は、レ
セプトの「40処置」欄で処置料および皮
膚欠損用創傷被覆材ともに請求できま
す。

山
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寛
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野
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18人が参加し好評を得た

映
画「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
袴
田
事
件　

命
と
は
」

赤
穂
郡
･
歯
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白
岩 

一
心

（４面からの続き）

司
法
の
あ
り
方
、鋭
く
指
摘

　

６
月
下
旬
に
シ
ネ
リ
ー
ブ
ル

神
戸
に
て
、
映
画
「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
袴

田
事
件　

命
と
は
」
を
鑑
賞
し

た
。

　

袴
田
事
件
は
、
１
９
６
６
年

６
月
30
日
に
静
岡
県
清
水
市
で

起
き
た
一
家
４
人
の
殺
害
放
火

事
件
だ
。
死
刑
囚
の
袴
田
巌
さ

ん
と
、
無
罪
を
信
じ
な
が
ら
死

刑
判
決
を
下
し
た
熊
本
典
道
元

裁
判
官
と
の
心
の
葛
藤
を
描

き
、
司
法
の
あ
り
方
、
自
白
の

信
憑
性
を
も
問
い
た
だ
す
力
作

だ
。

　

昨
年
か
ら
裁
判
員
制
度
が
始

ま
っ
て
い
る
が
、
改
め
て
検
察

官
の
起
訴
の
あ
り
方
や
裁
判
官

の
判
決
、
三
権
分
立
ま
で
考
え

さ
せ
ら
れ
る
映
画
だ
。

　

死
刑
囚
の
袴
田
さ
ん
は
、
事

件
と
は
無
関
係
だ
と
一
貫
し
て

主
張
し
た
が
、
お
そ
ら
く
警
察

官
の
厳
し
い
取
り
調
べ
に
よ

り
、
嘘
の
自
白
を
し
た
と
思
わ

れ
る
。
判
決
を
下
し
た
熊
本
裁

判
官
が
、
判
決
自
体
間
違
い
だ

っ
た
と
08
年
に
公
表
し
て
か

ら
、
な
お
一
層
袴
田
事
件
は
冤

罪
性
が
高
ま
っ
た
と
思
う
。

　

死
刑
制
度
の
是
非
が
問
わ
れ

る
中
、
昨
年
は
足
利
事
件
の
菅

谷
さ
ん
が
釈
放
さ
れ
た
。
映
画

で
、
日
本
の
警
察
の
威
厳
や
検

察
官
の
起
訴
の
正
当
性
が
問
わ

れ
て
い
る
が
、
全
く
同
感
す

る
。
戦
時
下
の
大
政
翼
賛
選
挙

で
は
、
選
挙
す
ら
正
当
性
が
疑

わ
れ
る
セ
リ
フ
が
印
象
深
い
。

痴
漢
犯
罪
の
冤
罪
性
も
頭
を
よ

ぎ
っ
た
。

　

国
家
権
力
に
よ
っ
て
生
存
権

が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
は
、
日
本

国
憲
法
に
違
反
し
て
お
り
、
今

の
情
報
化
社
会
に
お
い
て
も
、

マ
ス
コ
ミ
を
誘
導
し
て
の
事
件

撹
乱
の
疑
い
も
否
め
な
い
。
袴

田
事
件
の
映
画
鑑
賞
を
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
事
件
事
故
、
そ
し
て

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
医
療
に
も
新

自
由
主
義
経
済
思
想
を
深
め
る

情
報
誘
導
を
感
じ
た
。

　

袴
田
死
刑
囚
と
熊
本
元
裁
判

官
の
苦
悩
の
重
み
は
、
国
民
そ

れ
ぞ
れ
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
思
想
信

条
の
自
由
、
言
論
の
自
由
が
侵

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
命
の
尊
厳
を

守
り
抜
く
決
意
を
新
た
に
さ
せ

ら
れ
る
、
熱
の
入
っ
た
映
画
を

鑑
賞
し
た
。

　

以
前
か
ら
就
業
規
則
の
必
要

性
を
考
え
て
講
習
な
ど
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
労
務
管
理
の

一
部
と
し
て
の
就
業
規
則
の
説

明
し
か
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
研
究
会
で

は
、
就
業
規
則
の
み
２
時
間
半

の
説
明
を
受
け
、
大
変
役
立
ち

ま
し
た
。

　

初
め
に
桂
先
生
か
ら
、
労
使

の
信
頼
関
係
が
一
番
大
切
で
、

最
近
の
職
場
は
信
頼
が
築
き
に

く
く
な
っ
て
い
る
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
手
段
と
し
て
、

就
業
規
則
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

　

就
業
規
則
に
つ
い
て
の
一
般

的
な
書
物
に
は
、
労
働
基
準
法

の
条
文
や
必
ず
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
な
ど
の
み
を

述
べ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
理

解
し
よ
う
と

し
て
も
記
載

の
必
要
性
や

記
載
し
な
か

っ
た
時
に
起

こ
り
得
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど

が
わ
か
ら
な

い
た
め
に
、

困
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　

今
回
、
就

業
規
則
作
成

の
ポ
イ
ン
ト

を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し

て
い
た
だ

き
、
就
業
規
則
に
服
務
規
律
を

記
載
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
も

教
わ
り
ま
し
た
。

　

当
院
は
昨
年
開
業
し
、
労
働

環
境
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
だ
流

動
的
で
す
。
職
員
数
や
勤
務
内

容
が
固
定
化
し
て
か
ら
、
就
業

規
則
を
作
成
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

 

【
須
磨
区　

清
水　

惠
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】

　

今
の
甲
子
園
大
会
は
、
１
９

４
６
年
、
戦
争
の
中
断
を
経
て

５
年
ぶ
り
に
西
宮
球
場
で
復
活

し
た
。
兵
庫
県
を
例
に
と
る

と
、
県
予
選
の
３
カ
月
前
に
結

成
さ
れ
た
芦
屋
中
学
野
球
部

（
現
芦
屋
高
校
）
が
、
春
先
に

19
点
差
で
敗
れ
た
学
校
や
全
国

制
覇
し
た
強
豪
校
を
次
々
に
破

り
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

先
輩
も
い
な
い
、
道
具
も
な

い
、
校
庭
も
な
い
三
重
苦
か
ら

の
出
発
だ
っ
た
た
め
、
代
表
に

決
定
す
る
と
地
元
の
雑
誌
は

「
妙
な
こ
と
に
な
っ
た
」
と
驚

き
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

　

戦
前
の
野
球
部
消
滅
の
様
子

も
涙
ぐ
ま
し
い
。
神
戸
一
中

（
現
神
戸
高
校
）
は
１
９
４
３

年
、
野
球
部
の
解
散
式
の
後
、

全
員
で
道
具
を
き
れ
い
に
磨
い

て
梱
包
し
た
上
で
し
ま
っ
た
。

愛
知
県
の
学
校
で
は
野
球
圧
迫

の
空
気
を
「
妖
雲
」
に
例
え
、

ら
ず
、
六
大
学
、
プ
ロ
野
球
に

対
す
る
軍
部
・
文
部
省
の
圧
迫

の
経
過
や
戦
後
復
活
の
過
程
ま

で
が
、
豊
富
な
事
例
で
淡
々
と

書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
た
く
さ
ん

の
文
献
と
、
地
球
を
一
周
す
る

く
ら
い
足
を
運
ん
だ
き
め
の
細

か
い
実
地
取
材
の
多
い
本
は
、

読
者
の
心
を
打
つ
。
野
球
へ
の

関
心
は
強
く
て
も
、
経
験
は
な

く
、
知
識
も
素
人
並
み
の
筆
者

が
、
友
人
に
薦
め
ら
れ
て
一
読

し
た
結
果
、「
単
な
る
野
球
史

で
は
な
い
。
野
球
を
通
じ
て
、

戦
前
か
ら
戦
後
の
社
会
の
状
況

や
野
球
人
の
心
理
を
活
写
し
た

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史

書
」
と
し
て
、
後
世
、
文
献
に

引
用
さ
れ
る
名
著
で
あ
る
と
の

思
い
を
強
く
し
た
。

　

読
み
や
す
く
一
気
に
読
み
通

せ
る
文
章
力
に
も
感
心
す
る
。
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山
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※
本
稿
は
岡
本
好
司
理
事
の
紹

介
で
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
妖
雲
去
る
ま
で

静
か
に
眠
れ
」
と

野
球
再
開
を
期
し

て
道
具
を
木
箱
に

入
れ
て
隠
し
た
。

　

中
学
（
今
の
高

校
）
野
球
の
み
な

医
院
経
営
研
究
会「
就
業
規
則
」

医
院
経
営
研
究
会「
就
業
規
則
」

記
載
の
必
要
性
や

ポ
イ
ン
ト
役
立
っ
た

感 想 文
　

協
会
は
６
月
26
日
に
協
会
会

議
室
で
、
桂
好
志
郎
社
会
保
険

労
務
士
を
講
師
に
、
医
院
経
営

研
究
会
「
医
院
に
活
力　

就
業

規
則
」
を
開
催
、
18
人
が
参
加

し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹

介
す
る
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
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今、２型糖尿病を
どう捉える？

薬科部研究会

日　時　８月７日（土）16時45分～19時
会　場　県農業会館10階
講　師　順天堂大学大学院教授
　　　　河盛　隆造先生
参加費　無料
定　員　240人（事前申込順）
共　催　サノフィ・アベンティス㈱

日
本
野
球
受
難
小
史

※ 終了後に同会場にて「みなとこうべ
海上花火大会観賞会」（参加者のみ）

お申し込みは、
　☎078－393－1817　山田まで
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喘息診療の実際
京都大学大学院医学研究科呼吸器内科学准教授　 新実　彰男先生講演

１．概念・疫学
　気管支喘息（以下喘息）は、気道の慢性
炎症、種々の刺激に対する過敏性亢進、
それらに基づいて生じる可逆性の気流閉
塞を特徴とする疾患である（図１）。
　本邦での有症率は増加しており、1996
年の調査では成人で3.0％であるが、さ
らに高い有症率を示す調査結果もある。
患者数の増加に関わらず発作入院や死亡
数は減少しており、喘息死は1990年代中
頃までの年間6000人前後から2008年には
2348人まで減少した。
　このことには、改訂が重ねられた成人
・小児の喘息ガイドラインの普及と、そ
れに伴う吸入ステロイド薬（ICS）の普
及が寄与している。

２．病因・病態生理・病理
　気流閉塞を惹起する気道への刺激に
は、抗原と非抗原性のものとがあり、喘
息の発症や増悪に関わる（図１）。
　最も感作頻度が高い抗原は、室内塵と
その主要な抗原成分であるヒョウヒダニ
である。非抗原性の刺激にはウイルス感
染、職業性物質、解熱鎮痛薬、運動、ア
ルコールなどがある。
　非アトピー喘息の気道病理像は基本的
にはアトピー型喘息と同様で、好酸球・
Tリンパ球・肥満細胞などの細胞浸潤、
浮腫といった気道炎症のほか、長期の炎
症持続に伴って生じ不可逆的気流閉塞の
原因となる気道リモデリングの諸所見
（基底膜肥厚、杯細胞増生、平滑筋増生
肥大、気道壁肥厚など）も観察される。

３．臨床症状
　典型例では呼吸困難、咳嗽、喘鳴の３
主徴が認められる。胸部の重苦しさ、
痰、胸痛などもみられる。３主徴はそれ
ぞれが喘息の唯一の症状となりうるし、
喘鳴を呈する患者でも時期によって咳や
呼吸困難のみを訴えることもある。
　症状は発作性、間欠性に出現し、１日
の内では夜間から早朝に増悪しやすい。
曇天、雨天時の悪化や、季節の変わり目
の増悪といった季節性もしばしば認め
る。このように様々な時間単位での変動
性（＝良い時と悪い時とがある）と、自
然にあるいは抗喘息治療により寛解する
ことが診断の重要なポイントである。
　原因・増悪因子を想定した問診が大切
で、掃除や布団の上げ下ろしに伴う悪化
（室内塵・ダニ）、ペット（ネコ、イ
ヌ、ハムスターなど）の有無と接触によ
る増悪、職業性曝露（化学薬品、小麦粉
など）、薬剤服用歴（酸性NSAID、β遮
断薬）、精神的要因、受動喫煙を含めた
喫煙、住環境の変化、女性では月経、妊
娠などの影響にも留意する（図１）。

４．検査・診断
　典型的な病歴が揃っていたり、診察時
に明らかに喘鳴を認める場合には、診断
は困難ではない。特に患者が発作で受診
した場合には、病歴と身体所見のみで十
分診断は可能である。受診時に症状が乏

しかったり典型的症状が揃わない軽症例
（特に咳のみを訴える患者）、重喫煙歴が
あり慢性閉塞性肺疾患（COPD）のリス
クを持つ患者、心疾患を有する患者など
では、注意深い鑑別診断が必要である。
　スパイロメトリーによる気流閉塞の証
明は、喘息の客観的診断の基本である。
ガイドラインでは、FEV１が低値を示し
たらその可逆性を評価することを推奨し
ている。一般に短時間作用性β２刺激薬
吸入15～30分後にFEV１ 12％かつ
200ml増加すれば有意な可逆性ありと判
定する。気道可逆性は喘息に特徴的な病
態であるが、リモデリング進行例などで
は可逆性が乏しいことがあり、逆に不可
逆性気流閉塞を特徴とするCOPDで15～
20％以上の可逆性を示すこともあるた
め、可逆性の有無のみによる両者の鑑別
は困難である。気流閉塞がないか軽度で
あれば、メサコリンなどの気管支収縮物
質の吸入による易収縮性を評価する気道
過敏性試験を考慮する。
　特異的IgE抗体測定や抗原皮膚テスト
は、抗原感作の証明に有用である。また
喀痰の好酸球増多は喘息に特異性の高い
所見である。末梢血好酸球増多はより非
特異的であるが、好酸球性気道炎症をあ
る程度反映する。
　第一選択の治療が喘息ではICS（後
述）、COPDでは気管支拡張薬（抗コリ
ン薬、β刺激薬、テオフィリン）である
ことから、両者を正しく鑑別して治療薬
を選択する必要がある。喘息は新生児か
ら超高齢者まであらゆる年齢層で発症し
うるが、ほとんどの例が長期の喫煙を病
因とするCOPDは、ほぼ中高年者の疾患
である。また、喘息の症状は変動が大き
く、特に夜間から早朝に悪化し、昼間に
は乏しいことが多く、COPDの症状は固
定性で夜間や安静時には乏しく、労作時
の息切れが特徴的である。うっ血性心不
全、気管・気管支の腫瘍や結核などによ
る中枢気道狭窄も、鑑別の対象となる。

５．咳喘息について
　咳を唯一の症状とする喘息の亜型であ
る。気流閉塞はないか軽微であるが、好
酸球性炎症や気道リモデリングがみら
れ、喘息としての治療に反応する。一部
の患者は典型的喘息に移行するが、早期
からのICS治療の導入により移行頻度は
減少する。
　近年増加が指摘されている慢性咳嗽

（胸部X-Ｐ・聴診で異常を示さない８
週間以上持続する咳）の本邦における最
多の原因疾患であり、副鼻腔気管支症候
群、胃食道逆流症などが続く。上気道
炎、気管支炎などとして看過しないよう
留意が必要である。気管支拡張薬が咳に
効くことが、診断の特異的所見である。

６．治療
１）目標
　現在到達しうる管理・治療の目標は、
気道炎症と気流閉塞を惹起する因子の回
避・除去と、薬物療法による炎症の抑制
と気道拡張とにより、気道過敏性と気流
閉塞を軽減ないし寛解することである。
その結果、可能な限り呼吸機能を正常化
し、患者のQOLを改善し、健常人と変わ
らない日常生活が送れることを目指す。
２）原因療法
　抗原曝露、過労などの増悪因子の回避

は重要である（図１）。喫煙は、呼吸機
能の低下とICSの効果減弱をもたらす。
アトピー型喘息における原因抗原の抽出
物による減感作療法（抗原特異的免疫療
法）は、薬物療法と比べて効果は相対的
に弱く、副作用のリスク、煩雑さなども
あるため適応例は限られる。
３）薬物療法
　喘息は長期の管理を必要とする慢性疾
患であるが、経過中にしばしば発作が起
きることから、長期管理薬と発作治療薬
を組み合わせて治療を行う。薬剤は作用
機序的には抗炎症薬と気管支拡張薬とに
分類される（図２）。
　昨年改訂された喘息予防・管理ガイド
ライン（JGL）2009においては、従来の
重症度分類とは異なる、治療内容の強弱
によって患者をステップ分類する「治療

（３面につづく）

気道リモデリング 不可逆的気流閉塞、重症難治化

気道炎症

気流閉塞（平滑筋攣縮、浮腫、過分泌）

（長期持続）

気道過敏性亢進

喘息症状（発作性呼吸困難、喘鳴、咳）

発症因子
素因:アトピー,気道過敏性
原因因子:抗原,職業性物質, NSAID
寄与因子:喫煙,ウイルス感染,大気汚染,
hygiene hypothesis        

増悪因子
抗原,ウイルス感染,
喫煙,大気汚染,飲酒,
心理的要因,過労      

抗炎症薬
（吸入ステロイド薬）

客観的
モニタリング

気管支拡張薬
（β2刺激薬など）

図１　喘息の病態と治療の基本的な考え方（×は治療標的を示す）
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作用機序による分類

◎吸入ステロイド薬と
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図２　喘息治療薬の分類

対象
となる
症状

（軽症間欠型相当）

・症状が週1回未満
・症状は軽度で短い
・夜間症状は月に2回
　未満

（軽症持続型相当）

・症状が週1回以上、
　しかし毎日ではない
・月1回以上日常生活
　や睡眠が妨げられる
・夜間症状は月2回
　以上

（中等症持続型相当）

・症状が毎日ある
・短時間作用性吸入
　β2刺激薬がほぼ毎日
　必要
・週1回以上日常生活や
　睡眠が妨げられる
・夜間症状が週1回
　以上

（重症持続型相当）

・治療下でもしば
　しば増悪
・症状が毎日ある
・日常生活が制限
　される
・夜間症状がしば
　しば

治療ステップ１ 治療ステップ２ 治療ステップ３ 治療ステップ４

表２　未治療患者の症状と目安となる治療ステップ（文献１）

コントロール良好
（すべての項目が該当）

コントロール不十分
（いずれかの項目が該当） コントロール不良

喘息症状
（日中および夜間） なし 週１回以上

コントロール不十分の項目
が三つ以上当てはまる

発作治療薬の使用 なし 週１回以上

運動を含む活動制限 なし あり

呼吸機能
（FEV1 およびPEF） 正常範囲内 予測値あるいは

自己最高値の80％未満

PEFの日（週）内変動 20％未満 20％以上

増悪 なし 年に１回以上 月に１回以上

表１　コントロール状態の評価（文献１）

―診断から最新の治療まで―

吸入ステロイド薬
（低用量）

吸入ステロイド薬
（低～中用量）

吸入ステロイド薬
（中～高用量）

吸入ステロイド薬
（高用量）

上記で不十分な場合に 下
記のいずれか1剤を併用

上記に下記のいずれか
1剤、あるいは複数を併用

上記に下記の複数を併用

LTRA
テオフィリン徐放製剤

LABA
（合剤の使用可）
LTRA

LABA
（合剤の使用可）
LTRA

LABA
（合剤の使用可）
LTRA

上記のすべてでも管理不良の場合は
下記のいずれかあるいは両方を追加
抗 IgE 抗体
経口ステロイド薬

LTRA以外の
抗アレルギー薬

LTRA以外の
抗アレルギー薬

LTRA以外の
抗アレルギー薬

LTRA以外の
抗アレルギー薬

発作治療 吸入SABA 吸入SABA 吸入SABA 吸入SABA

治療ステップ１ 治療ステップ２ 治療ステップ３ 治療ステップ４

（症状が稀であれば必要なし） テオフィリン徐放製剤 テオフィリン徐放製剤
テオフィリン徐放製剤

追加
治療

基
本
治
療

上記が使用できない場合下
記のいずれかを用いる長

期
管
理
薬

表３　喘息治療ステップ（文献１）


